
３端子ＬＥＤ点滅用ＩＣ　Ｍ３４－２Ｌ　の使い方

・Ｍ３４－２Ｌは小型のトランジスタと同じ３端子のパッケージの、ＬＥＤ点滅用のＩＣです。

・内部に発信回路などのＬＥＤを点滅するために必要な回路が収められているため、点滅回路が簡単に作れます。

・内部の回路はＣＭＯＳ構成なので、低消費電流です。（０．１ｍＡ程度・・・当店での確認値）

・標準的な電源電圧は３Ｖ、

　１．３５Ｖ（実力的にはもう少し低い電圧でも大丈夫なようです）～５Ｖで動作します。

・２５ｍＡ以上の出力を取ることが出来ます。

・点滅周期は２Ｈｚ。Ｄｕｔｙ（点灯／消灯の割合）は１／８です。

標準的な使い方としては、上の図の様にすると良いと思います。

本来はＬＥＤ１つに抵抗１本を直列に接続するべきですが、上の図では同じＬＥＤを３個並列に接続するものとして抵

抗は１本で済ませてしまっています。異なる色のＬＥＤを使う場合、ＬＥＤ毎に抵抗を直列に接続してください。

ＩＣは１．５Ｖ以下でも動作しますが、Ｌ

ＥＤを点灯するには２Ｖ程度は必要なの

で、乾電池１本ではＬＥＤを点滅すること

は出来ません。

そこで、コンデンサを使った昇圧回路を追

加して、乾電池１本でもＬＥＤを点滅出来

るようにした回路です。

ＩＣの出力がＯＮになると、ＬＥＤにはコ

ンデンサと電池が直列に接続された形にな

りますので、コンデンサにためられた電荷

分だけ、一瞬ピカッとひかります。
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白や青のＬＥＤの場合、点灯するためにはさらに高い電圧（３．５Ｖ位）が必要です。そこで昇圧回路を２段にした物

が、上の回路です。

Ｍ３４がＯＮになるとトランジスタもＯＮになり、ＬＥＤにて２個のコンデンサと電池が直列に接続された形となりま

す。トランジスタはＰＮＰの小信号用ならば、図の物でなくても使えると思います。

Ｍ３４－２Ｌの使い方

２００５年１２月１５日

エレ工房さくらい
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